





































































































































































































































記J（文政十年 (1827））に 「小栗目流イ池Jとある八徳水が、 『小田原行J（安


































































































































































①福田晃「「小栗J語りの発生 馬の家の物語をめぐって 」（『中世語り物文芸 その系譜と展開
J三弥井書店、 1981年）、松尾剛次「説経節 『小栗判官』成立再考J（「第二十四回国際日本文学









⑦高野修 「時衆教団における四院・ 二庵・五軒・十室について」 （『藤沢山日鑑J第二巻、 1984年）
⑧古賀克彦「翻刻された近世寺院日鑑の活用方法について」（「印度皐悌教肇研究」第55巻第2号、
2007年3月）など。
⑨酒井麻子 「清浄光寺の日鑑類について」 （『藤沢山日鑑 別巻近侍者記録』 l、2011年）
⑩なお、慈導は小田原福田寺の前は、岡市内・上輩寺の僧であった（『公私諸訴末山交代記』寛政八
年八月二十四日の条）。
⑪服部清道「小川泰道と藤沢」 （「わが住む里」第 12号、 1960年12月）小川雪夫 『小）｜｜泰堂伝j（錦
正社、 1967年）、小川泰堂全集刊行編集委員会編『小川泰堂全集 論議篇』（展典社、 1991年）












⑫『小栗実記』については、 i賓田啓介 「仮作軍記の方法」 （『近世小説・営為と様式に関する私見』京
都大学学術出版会、 1993年）に詳細な報告がある。
⑮拙稿「『小栗判官Jの絵解きをめぐってーイ美野の信仰と伝承から一」 （「立教大学日本文学」 104号、
2010年7月）
⑮在地伝承が形成される過程を分析した早い論考に、山本吉左右氏の「伝説生成のー形態 鳥羽田龍
含寺小栗堂縁起」（『口頭伝承の比較研究Jl、一九八四年、弘文堂）がある。
??? ?
［付記］
末筆ながら、貴重な資料の閲覧・紹介を許可してくださった長生院小栗堂に深謝いたします。また
調査の際、種々の便宜を図ってくださった遊行寺宝物館 ・主任学芸員・遠山元浩氏に心より御礼申し
上げます。なお本稿は科学研究費補助金（23・5515）による成果の一部です。
＊討議要旨
武井協三氏は、 一般に東北のものと考えられているオシラサマ信仰と藤沢との関連をどう見通して
いるかと質問した。それに対し発表者は、現存する資料の少なさにより詳細は不明であるとした上で、
現在の静岡県にある円通寺において鬼鹿毛を馬頭観音とする信仰が浸透していく時期と、長生院にお
いて小栗ものの登場人物が信仰対象になる時期が、いずれも近世後期以降であることを報告した。相
田満氏は、長生院の馬頭観音信仰は東海道の運送業者との関連があるであろうことを指摘したうえで、
そこにおいて馬の供養が行われていたかを質問した。発表者は長生院にそのような記録はないものの、
円通寺においては厩祈祷や馬の健康祈願が行われていることを報告した。
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